
噴火警戒レベル判定基準について

御嶽山の噴火警戒レベル判定基準

御嶽山火山防災避難計画

火山の状況に関する解説情報
（臨時）が発表される運用の場
合でも、火山活動の推移によっ
ては、発表されずに噴火警戒
レベルが引き上げられることが
あることに注意。

現在はパターン1-Nとなる

1/16のレベル2引上げ時には
ただし書き運用をしていたが、

火山活動は静穏な状況になっ
たと判断し、5/20のレベル１引

き下げ後はただし書き運用は
行っていない。

火山の状況に関する解説情報
（臨時）が発表される運用に戻
る。

第16回御嶽山火山防災協議会
（ 2026年2月10日長野・岐阜地方気象台）
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噴火警戒レベル判定基準について

従来のレベル２地震回数基準は「５０回／日以上」

1/21まで基準は満たさない
実際はただし書き運用により1/16にレベル２

その後1/21に傾斜変化を伴う火山性微動発生

1/16 1/21

3月の火山情報アドバイザリー会議
で事前にレベル2に引き上げておくべ
き現象と助言

第16回御嶽山火山防災協議会
（ 2026年2月10日長野・岐阜地方気象台）
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噴火警戒レベル判定基準について

5/20から新たに地震回数基準「１００回以上／１０日間」を追加

1/21

309回

1/16で109回

ただし書き運用をやめても基準追加により1/16にレベル２に

第16回御嶽山火山防災協議会
（ 2026年2月10日長野・岐阜地方気象台）
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噴火警戒レベル判定基準について

統計開始した1988年まで遡って追加基準（100回以上／10日間）を適用した場合、新たな空
振りは増加しない。

第16回御嶽山火山防災協議会
（ 2026年2月10日長野・岐阜地方気象台）
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